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この頃、日本は何かおかしい。社会保険庁のず

さんな年金管理が発端となり、その後の閣僚の相

次ぐ失言と不適切な政治資金報告等。そして最後

は無精髭の絆創膏顔で参議院選は自民党の大敗を

招き、所信表明演説までやっておきながら自民党

安倍政権は失速、崩壊に至った。「美しい国日本」

はあまりにも抽象的であった。

さて、全老健の広報・情報部会長として機関誌

『老健』の編集を担当し、早6 か月が過ぎようと

している。平成19年 3 月号以降の巻頭言のタイ

トルを見ると、「老健施設は、地域のヘッド・ク

ォーター」、「何よりもまず適正な介護報酬に」、

「現場の声を執行部、そして世のなかへ」、「『コム

スン問題』がもたらしたもの」、「春の陣は一段落、

秋の本番へ」、「老健施設の将来展望」と続く。

本来、老健施設はリハビリテーションを中心に

在宅復帰を支援する中間施設であるが、巻頭言の

見出しを見ただけでも老健施設を取り巻く環境が

大きく変化してきていることがわかる。

老健施設が地域で質の高いケアを提供するため

には健全経営が重要だが、相次ぐ介護報酬の減額

は施設経営に大きな影を落としている。これは質

の高い介護を提供しなさいという国の方針とは乖

離している。結果、特に介護職への適正報酬が維

持できず、介護福祉士の資格を評価できない。こ

れが離職率が高いという介護業界の現状を生み出

す一因となっている。一方、コムスンによる介護

報酬の不正請求が明らかになった。これは無理に

利益を出そうとした結果との見方もある。

老健施設をめぐっては、療養病床の削減に伴う

従来型老健施設と転換型老健施設のあり方の議論

が本格化する。われわれとしては、今後の動向を

しっかりと見守っていく必要がある。

かくも現実は厳しいが、広報・情報部会として

は、このような現状を嘆いてばかりいないで、現

場の声を支部長、代議員に、そして全老健執行部

に正しく伝えていただきたいと考えている。

広報・情報部会では、「老健施設で働いている

全職員の意思の疎通をよりよくできないか」の理

念で、機関誌『老健』やメールマガジン、ホーム

ページを媒体として、多くの情報発信や読者の意

見を求めてきたが、これらの媒体を目にする施設

職員は限られていると推測される。

私は、常務理事就任の自己紹介で「入っていて

よかった全老健」と書いた。そして今、広報・情

報部会長として、前委員長からの意思を受け継ぎ、

その媒体の隙間を埋めるもの、すなわち老健施設

全職員、そして利用者やその家族に広く役立つこ

とを目的とした新たな媒体として「ニュースペー

パー」の作成を推進してきた。2回の広報・情報

部会を経て、内容は機関誌『老健』の特集の抜粋、

「巻頭言」、「編集後記」、「私の仕事　私の思い」

などとし、メールマガジンe―rokenを通じて全老

健ホームページの会員専用サイトにPDF形式で

掲載した。各老健施設が「ニュースペーパー」を

必要数分プリントアウトして全職員や利用者・家

族に配付し、老健施設の現状や将来起こりそうな

こと、執行部はどのような対策・活動をしている

のか、また他の老健施設の職員はどのような工夫

をしながら仕事をして、何を思っているのかなど

を知ってもらうことにぜひ活用してもらいたい。

すでに平成19年 8 月23日から運用している。そ

して、内容をさらによくするために、全国の老健

施設職員や利用者・家族からさまざまな意見を賜

りたいと考えている。

「ニュースペーパー」が、職員の士気向上や利

用者・家族の老健施設への理解を高めることに役

立つことを願っている。
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